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クモの網 の私密

波部 健

国際環境専Fl学 校

クモ類 を他の生物から際だたせる特

徴の一つは、 なん といっても「網」をつ

くることです。一条の糸から紡 ぎ上げ

られる網のデザインは種 ごとに異な り、

まさに多種 多様です。 この、 自然界で

もひときわ美 しい造形の一つであるク

モの網は、 ご存知のように餌 を捕獲す

るための道具に他な りません。 クモの

網のデザインの多様性 とは、「糸を使っ

て餌 を捕獲する」 とい う課題に対 して、

クモ類が長い道化の道の り中で導き出

してきた多様 な解答であると考 えるこ

ともできるで しよう。網 という造形に

表現 されたクモ類の個性的な答を読み

解 く試み、 これがクモを研究する面白

さの一つです。

ところで、 クモは確かに見事な網 を

張 りますが、いつも同じように網を作っ

ていると思ってはいませんか ? 実は、

最近の研究によって、 クモは状況に應

じて網の構造 を細か く調整 し、時には

大胆な変更を行っていることが明らか

になっています。以下では、私が京大植

物園内でカタハ リウズグモ (Oθナθ4θ bα

Sノbθナ′′θS)と いう、小型の円網 を形成

するクモを研究する中で分かってきた、

網のデザインに私められたクモの知恵

の一端 をご紹介 します。

カタハ リウズグモ (以 下、ウズグモ と

省略)の 網 を眺めたときに、 まず目を

ラ|く のが、円網の中應部 (こ しき部 )

にみ られる「隠れ帯」と呼ばれる帯状の

白い糸の固まりです (図 la)。 「ウズグ

モ」 とい う和名は、 この白帯が、渦模

様である時の
`口

象をもとにつけられた

名です。 しか し、野外でこのクモの網

を見ると、 渦模様ばか りではな く線状

の白帯も頻繁にみ られ ます (図 lb)。

異なる形の隠れ帯 をつけているのは、

同 じ種の中でも異なるタイプの個体 な

ので しょうか ? 実験室で飼育 して観

察 したところ、 実は同 じ個体が渦型の

帯 をつけた り線型の帯 をつけた Iり する

ことが分か りました。ウズグモは異

なった形状の帯をつけて、一体、何 を

しているので しよう?

まずは、 ウズグモの隠れ帯の形状の

換え方に何かしら規則性があるのかどう

かを調べてみました。そ して飼育実験

の結果、 ウズグモは充分に餌が得 られ

ている場合には線型の帯 をつけ、反対

に餌不足で飢 えて くると渦型の帯 をつ

ける こ とが
`)か
り ま した (ツVatanabe′

1999)。 ウズグモの網 を見つけたとき

に、網の真ん中に うず模様があるなら

ば、 その個体はレヒ較的、 allえ た状態に

あると思って間違いありません。 そ し



図1.カ タハリウズグモの隠れ帯

a:渦 型、b:線 型

て、線状の帯がついていたならば充分

に餌を得ている個体です。「お腹が空い

た」 といった栄養状態やC理状態など

動物個体の内的な状態を外部の様子か

らうかがい知 ることは、一般に とても

難 しいのですが、 ウズグモは隠れ帯の

形で明瞭なサインを出している点で大

変ユニー クです。 ウズグモの活動期間

である春から秋にかけて、餌になる昆

虫の量は大 きく変動 します。予想 され

るように、環境中に餌 となる昆虫が多

い初夏の頃には、線型の帯 をつけた網

が多く見 られますが、冬が近 くなって

餌が少な くなるに したがって、渦型の

帯をつけた網ばか りになってきます。

さて、個体の栄養状態 と隠れ帯の形

状の対応関係は明解なのですが、 そも
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そもウズグモは、 どうして隠れ帯の形

を変えるので しょうか ? この謎 を解

くために、 ウズグモが作 る円網 を、 も

う少 し詳 しく調べてみ ました。隠れ帯

の形状 (渦 型・線型)で 区;1し て網全体の

構造 をあれ これ計沢1し てみると、興味

深い違いが見つか りました。渦型の網

では線型の網にしヒベて横糸の間隔が狭

い、すなわち目の細かい網になってい

るのです。私は、こうした網の構造の変

化は、捕獲される餌のサイズに関係が

あるのではないかと考えました。つ ま

lり 、飢 えたウズグモは、網の目を細か く

することで捕獲対象を小 さな餌にも手

を広げて、まり多くの餌 を獲得 しようと

しているのではないかと考 えたわけです。

野タトで、両タイプの網 (渦 型 。線型 )

で捕獲 されている餌 昆虫の数に差があ

るかどうかを調べた結果、環境中に餌

昆虫が多い日では、捕獲 される餌の数

に大きな差はないのですが、餌が少ない

日には渦型の隠れ帯 をつけた網の方で、

より多くの餌が捕獲 されていることが

分か |り ました (Watanabe′ 2001)。 また、

餌 となる昆虫が少ない状況、すなわち

ウズグモが飢 えやすい状況では、周辺

に存在する餌 昆虫の平均的なサイズも

小 さくなってお り、 そ うした環境で餌

を捕獲するためには、網の目を細か く

することが合理的であることも分か り

ました。環境中に餌 となるような昆虫



が少な くて餌に困っているときには、

エネルギー効率の思い、普段は狙わな

ぃような小 さな餌 をも標的に している

のです。

さて、 ウズグモの網の機能が色々分

かってきましたが、 ここまでの結果か

らは、肝走の隠れ帯の形状の意味は良

く分か りません。 こんな場合、やは り

クモが実際に生 きる姿を眺めることか

ら新たな洞察 を得 るしかありません。

ウズグモの網 を野外で根気強 く長いこ

と観察 していると、ユスリカやショウ

ジョゥバエなどが網にかる場面を見る

ことができます。意外なことに、網に

掛かった昆虫が、そのままクモの餌食

になって しまうかとい うと

“

ず しもそ

ぅではな く、網の主がたどり着いて糸

でからめ取 る前に、 多 くは暴れて脱出

して しまいます。つ まり、 クモが餌の

捕獲に成功するためには、網に餌が掛

かるだけでは不十分で、脱出される前

に網上で暴れる餌にたどり着 き、身動

きとれないように糸で絡め取 ることが

始要なのです。 そのためには、餌が網

に掛かったことに追早 く気づいて、掛

かった場所に素早 くたどり着かな くて

はな りません。

一般に網 を張 るクモは視党があまり

発達 しておらず、 クモは網の中趙部か

ら放射状に張 られた縦糸を伝わる振動

で、餌が網に掛かった事 と、その位置
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ウズグモの網 :福丼市自然史博物館のHPよ り

を知 ります。 クモの行動 を観察すると、

餌がほとん ど動かない状態、すなわち

糸がかすかにゆれる程度では反應 しま

せん。野タトでは網が風にそよ ぐことも

あり、糸は絶え間な く振動 をクモに伝

えているはずです。 そ して殆 どの振動

は、 あまり意味のないもの、すなわち

ノイズ (雑 音)で す。 クモは、そ うした

ノイズの中から、餌が掛かったことや、

タト敲 あるいは配偶者の接近などの重要

な情報 をよりわけて知党 しているはず

です。 さて、 ウズグモが小 さい餌 を獲

得 しょうとする場合、先に述べたよう

に網に掛かった餌の発する微少な振動

をいち早 く感知することが重要にな り

ます。 実は、 この場面で渦型の帯が大

きな意味 を持つ ことが分か りました。

渦型の帯 をよ く見 ると、帯糸が縦糸

を横切 るときに、少 しだけ縦糸に沿 う

ように付着 していることがわか ります。

このため、 より正確にはジグザグに渦



図2 横糸と縦糸の接合部。横糸方
向へ引っ張る力によって、縦糸方向

の張力が生じる

模様が作 られています。 このような交

又の仕方で横糸方向に張力がカロわると、

縦糸方向でも張力が生 じることになり

ます (図 2)。 渦型の網 と、線型の網 と

でレヒ較すると、渦型の帯 をつけた網の

方が中速部分における縦糸の歪みが大

きいことも分か りました。つ まり、渦

帯 をつけることで縦糸を引 き絞 り、縦

糸の張力 を高めていると考えられるの

です。わざわ ざこのようなことをする

理由は、 ウズグモが渦帯 をつけるのが、

日の細かい網に して小型の餌 を捕獲 し

ようとしているときであることを考え

れば理解できます。直感的には、糸電話

を思い浮かべればよいで しょう。糸が

弛んだ状 態では小 さな声は 良 く聞 こ
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図3.,1個 体の張った網へ移 して、ショウジョウバ

エヘの反応時間を調べた。Aお よびaは、それぞれ

線型 (A)と 渦型 (a)の網上で移動なしに反應時間

を波1定 した場合。同じタイプの網への移動 (B:線

型から線型、b:渦型から渦型)に よって反應時間
は移動前と異ならなかった。線型から渦型へ移動

させたイロ体 (C)は 反應が速 くなり、渦型から線型

へ移動させた場合には遅くなった (c)。

えませんが、糸をピンと張れば聞 こえ

ます。ウズグモは、渦型の帯で縦糸の張

力 を高め、小 さな餌が発する微少なIFK

動を感知 しやす くしているのです。

しか し、飢 えているクモは、 それだ

けでも餌への反應が速 くなる傾向が知

られています。このため、餌への反應が

早 くなると Lて も、 それが内的な要因

によるものか、装置としての網の構造

によるものかは自明ではありません。

そこで、簡単な実験 を試み ました。渦型

の隠れ帯 をつけた網から、他の個体が

作った渦型の帯 をつけた網 と、線型の

帯をつけた網に移動させて、反應速度の

変化 をレヒ較 したのです。その結果、渦型

の網から渦型の網へ移動 した場合には、

６

　

　

　

　

４

反
應
時
間

（秒
）

A B C a b c



小型の餌に対する反應速度は同riE度 で

したが、線型の網に移 した場合には、

反應速度が著 しく低下 して しまいまし

た (図 3)。 これは、渦帯をつけた網が、

小型の餌へ素早 く反応 しやす くする装

置として機能 していることを示 してい

ます (Watanabe/2000)。 これでやっと、

渦状の帯の機能が説明できました。

では、線状の帯は どのような意味 を

持つので しよう。実は、現在でもこの

点はよ く分かっていないのです。 しか

し、 この場合は、小 さな餌にいちいち

反應 しないように網の張力 を緩めるこ

とが目的 と考 えられます。 ウズグモは

縦糸にそって線型の帯 をつけるのです

が、調べてみると、 その方向は円網の

短径軸に沿 う傾向があります。物理学

的な問題にな りますが、短径軸 を帯で

補強 し、 そこにカロ菫 を集中させて縦軸

の伸びを押 さえる、 あるいは網が完成

した後で、短径 を少 し縮めることがで

きれば、「餌 を食べて童 くなったクモ

自身の体重 を支えつつ、網全体の張カ

を緩める」 という難題に対する、一つ

の奇抜 な解答を与 えることができます。

生 き物は、不断にタト部からの様々な

情報にさらされているのですが、何 ら

かのフィルターによって実際には受要

な情報のみを受け取 ります。普通、そ

ぅしたフィルターの役害Jを 果たすのは

感覚器や神経系など、体内のメカニズ
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ムです。 しか し、 ウズ グモの場合 は体

外に 自作す る網に情報のフィル ター機

能 を担わせているところに面 白さがあ

ります。 クモの網 は、 いわば神経 系の

一部 といっても過言ではないのです。

以上、 ウズグモの網 を例 に、 クモの

網作 りが、決 してお決 まりの行動 な ど

ではな く、餌環境や 自身の栄養状態 と

のかねあいの中で、積極的に調整 され

ていることを紹介 しました。 クモの網

の構造には、 まだ まだ私たちが気づい

ていない矢口恵がた くさん隠 されている

ことで しょう。謎解 きを待つ クモの網

は、 まだまだた くさん あ ります。 とい

うよ りは、殆 ど手 がつ けられていない

のです。 皆さん も、少 しだけ丁寧に ク

モの網 を観察 してみて ください。 きっ

と、不思議 が見つ か ります。
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私 に とっての植物園

辻  かおる

京都大学大学院理学研究科 院生

1回 生の時、好奇′こから植物園に

入ってみ ました。思ったより広 くて学校

内にこんな素敵な空間があるのだと思っ

たのが初めての植物園 との出会いで し

た。 それからはお昼休み散歩 した り、

どんな生 き物がいるんだろうと思って

きょろきょろ歩 き口った りも しました。

気持ちが落ち込んだときも植物園に入っ

て枯れ木や、落ち葉の下、 アリの巣な

どを見ているとやすらげました。

植物園には植 えられた珍 しい植物が

あるのはもちろんですが、2次林のよ

うになった環境には色々な昆虫なども

住んでいて、面白い生 き方をしている

ものやめず らしいものも住んでいます。

夕1え ば、 クロクサアリが大 きな木の根

元に巣を作っていて、 そこにはマダラ

マルハ ヒロズコガとい うぺったん この

瓢箪型のみのを作ってそれを背負って

る蛾の幼虫も住んでいます。 このガの

幼虫は落ち葉なども食べ るけれ ども、

アリの巣に侵入 してアリの幼虫も食べ

るらしいです。 きっと植物園で見 られ

たものはクロクサアリの巣に寄生 して

いるんだと思われ ます。

ゆ くのま通 ブ計22007.5

私が見た中で珍 しいものといえばク

チマガリマイマイとい うカタツムリだ

と思います。 このカタツムリは環境省

の レッ ドデータブックでは準絶滅危惧

種に、京都府の レッ ドデータブックで

は絶滅危惧種に指定されています。彼

らは近畿中部の低山から平野部の常緑

広葉樹の混 じるレヒ較的乾燥 した2次林

的環境にだけ住んでいるらしいです。

このような住み場所は開発工事などで

失われて住拠がな くなってきているた

め、絶減危惧種に認定されたようです。

既女口の生′a地 においてはできる限 り現

状保存への配慮が求められると京■li府

も警告 しています。

植物園は私個人に とって大切な場所

だとい うだけでな く、 虫たちのような

小 さな生 き物に とっては大切なすみか

だと思います。このような植物園がいつま

でもあることを`む から願っています。

このような拙いもの しか書けないに

も拘 らず、植物園の機関紙に書かせて

いただけることに感謝 してお ります。

また、卒業研究で植物園にある圃場の

一部 を使わせていただけていることに

も非常に感謝 してお ります。 まだまだ

未熟で何もできませんが これからもよ

ろしくお願いいた します。
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そ

り

と

良

付

く

省

園

で

聴

く

事

が

出

来

、

標

本

は

常

大

雀

合

博

物

館

に

常

設

展

予
〓

．

さ

れ

て

ゐ

ま

す

。

凍
み

氷

る

夜

哺

く

鳥

の

愛

し

け

れ

和
秀

↑
狂

一
）

ト

ラ

ツ
グ

ミ

　

単

名

は
Ｎ
ｏ
Ｐ

３

８

Ｑ
ｏ
⊆
３
ｏ

《
絶

滅

危

惧

種

。
ラ

ン

ク

２
・
繁

殖

個

体

群

》

山

岸

哲

［
監

修
∵

江
崎

保

男

・
和

田

岳

［
編

者
］

『
近

畿

地

区
。
鳥

類

レ

ッ
ド

デ

ー

タ

ブ

ッ
ク

（
絶

減

危

惧

種

判

定

シ

ス

テ

ム

の

開

発

と

京

都

大

学

単

術

出

版

会

ユ

一
〇

〇

二
年

二

月

二
十

五

日

刊

よ

り

（
■

二
）

採

集

場

所

は

常

大

芦

生

演

習

林

<ぬえ >

九夫社  矢口真 の森 文庫 瞭 都 魔 界 案 内」
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の 人

森 植
へ 物

第

二

回

　

『
京
《
夢

回
復
り
』

》

園
Ｔ
　
中
島

和
秀

と

ら

つ
ぐ
み

☆

虎
鶏
の
話

き

て
、

省

植

物

園

に

は

様

々

な

動

植

物

が

棲

良

し

て

暑

る

の

で

す

が

、

今

回

は

野

島

の

事

を

少

し

紹

介

し

て

み

た

く

見

ひ

ま

す

。

一
年

を

通

し

て

仕

事

の

合

間

や

休

日

に

、

双

唄

鏡

や

内

唄

で

島

の

観

察

を

し

て

ゐ

る

の

で

す

が

、

少

な

く

見

積

っ

て

ｔ

五

〇

～

費

〇

種

類

の

野

鳥

が

省

園

を

訪

れ

た

り

、

棲

み

付

い

て

居

る

の

で

は

と

考

へ
ら

れ

ま

す

。

お

ほ
た
か

。
は

い
た

か

。
あ
を
ば

づ

く
。

だ

い
さ
ぎ

。
あ
を

さ
ざ

・
こ
さ
ぎ

。

ま

が
七

・
か

る
が
七

・
ご

ゐ
さ
ぎ

。

か

は
せ

み

。
せ
ぐ

ろ
せ
さ

れ

い

。
は
く

せ
さ
れ

い

。
さ

せ
さ

れ

い
。

め
じ

る

ｏ
う
ぐ

ひ
す

。
し
じ

ゅ
う

が
ら
。

さ

じ
ば

と

・
あ
を

ば

と

。
ほ
と

と
ざ

す
。

つ
ば

め

。
あ
を
げ

ら

ｏ
こ
げ

ら

・
ｔ
ず

。

ひ
よ
ど

り

。
す

ず

め

。
さ
れ

ん

じ

ゃ
く
。

つ
ぐ

み

。
お
ほ

る
り

。
じ

ゃ
う
び

た
さ
。

こ
る
り

。
し

ろ
は
ら

ｏ
と
ら

つ
ぐ

み
…
…

等

々
。

と

こ

ろ

で
、

毎

年

寒

く

な

っ

て

来

る

と

、

虎

鳴

《
絶

滅

危

惧

種

、

こ

が

姿

を

見

せ

て

呉

れ

る

や

う

に

な

り

ま

す

。

ス

ズ

メ

ロ

ヒ

タ

キ

科

ツ

グ

ミ

エ

科

の

島

で

、

つ
ぐ

み

類

中

最

大

の

全

長

約

二

〇

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

で

す

。

背

面

は

責

褐

色

、

腹

面

は

責

白

色

で

一
面

に

小

さ

な

二

日

月

形

の

具

斑

が

あ

る

、

と

て

ｔ

姜

し

い
島

で

す

。

夏

に

山

地

で
繁

殖

し

、

冬

は

手

地

に

移

動

し

て

、

落

葉

を

く

ち

ば

し

で

播

さ

分

け

昆

申

・
ミ

ミ

ズ

等

を

採

餌

し

、

♂

♀

周

色

で

す

。

早

朝

や

夜

間

ま

た

は

曇

天

の

日

に

「
ヒ
ー

、

ヒ

ヨ
ー

」

と

口
笛

の

や

う

な

寂

し

く

低

い
、

極

め

て

静

か

な

声

で

哺

さ

ま

す

。

周

じ

科

の

つ
ぐ

み

や

し

ろ

は

ら

と

は

違

ひ

、

人

を

あ

ま

り

怖

れ

な

い

の

で

七

～

〈
メ

ー

ト

ル

の

距

離

に

ま

で

近

付

け

た

事

が

あ

り

ま

す

。

頭

を

上

げ

て

胸

を

反

ら

し

、

少

し

大

き

め

の

具

い
噴

で

身

じ

ろ
ぎ

せ

ず

に

、

じ

っ
と

こ
ち

ら

を

見

詰

め

る
姿

は

と

て
七

愛

ら

し

い
ｔ

の

で
す

。

そ

の

虎

鶏

が

伝

説

上

の

怪

獣

で

あ

る

編

の

モ
デ

ル

と

さ

れ

て

暑

る

さ

う

で

す

。

そ

の

理
由

は

偏

に

喘

さ

声

が

闇

の

中

か

ら

「
ヒ
ー

、
ヒ

ョ
ー

」
と

聞

こ

へ

て

来

る

と

、
怪

具

ｏ
不

昔

と

さ

れ

た

事

に

あ

る

ら

し

し、
の

で

す

。
「
婦

」
の

姿

形

<と らつ ぐみ >

保 育社 「原 色 日本 鳥類 図鑑」
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カ

フ

ェ
バ

ー

☆

ア

ナ

ベ

ル

・
リ

ー

　

件

田

　

し

の

ぶ

京

人

植

物

園

の

存

在

を

識

っ
た

の

は

確

か

５

年

程

前

だ

ろ

う

か

。

百

万

遍

で

古

言

店

に

居

た

時

、

友

人

よ

り

句

幕

を

刊

行

さ

れ

た

中

島

さ

ん

を

紹

介

し

て

い

た

だ

い

た

。

い

ろ

い

ろ

お

話

を

し

て

い

る

う

ち

に

常

大

植

物

園

で
、

園

Ｔ

の

仕

事

を

し

て

い

る

と

お

っ
し

ゃ

っ
た

。

「
え

っ

？
・

京

人

植

物

園

っ

て

何

架

に

あ

る

の

で

す

か

？

」

よ

く

よ

く

聞

く

と

晨

学

部

北

部

キ

ャ

ン
パ

ス

内

に

あ

る

ら

し

い
。

省

時

率

の

住

ま

い

は

一
乗

今

で
、

百

万

遍

の

店

ま

で

毎

日

散

歩

が

て

ら

歩

い

て

通

っ

て

い

た

。

途

中

晨

学

部

の
敷

地

内

を

、

い

ろ

い

ろ

コ
ー

ス

を

変

え

な

が

ら

歩

く

の

が

日

課

に

な

っ

て

い

た

。

そ

う

い

え

ば

京

人

植

物

園

の

ま

わ

り

を

い

つ
ｔ

歩

い

て

い

た

の

だ

。

あ

た

り

前

の

よ

う

に

、

四
季

折

々

の

い

ろ

ん

な

植

物

を

眺

め

な

が

ら

。

こ

れ

ま

で

ネ

の

中

の

既

存

し

て

い
た

植

物

園

と

い

う

イ

メ

ー

ジ

と

ぁ

ま

り

に

ｔ

か

け

離

れ

て

い

た

た

め

に

、

ま

る

で

自

然

の

森

の

よ

う

な

こ

こ

が

東

大

植

物

園

と

は

見

わ

ず

に

い

た

の

だ

。

植

物

園

の

存

在

を

識

っ

て

か

ら

何

度

か

国

内

を

散

策

し

た

。

何

十

年

に

ｔ

渡

り

こ

の

植

物

園

で
、

ど

れ

ほ

ど

の

学

生

達

が

こ、
こ、
を

往

さ

夫

い
、

実

験

し

た

り

観

察

を

し

て

き

た

の

だ

ろ

う

か

。

そ

ん

な

こ

と

を

フ

ッ

と

考

え

て

歩

い

て

い

る

と

ま

た

ヮ

ク

ワ

ク

と

楽

し

く

な

る

。

ど

う

や

ら

こ

こ

で

は

自

分

な

り

の

秋

か

な

楽

し

み

を

み

つ
け

る

こ

と

が

出

来

そ

う

だ

。

¬

京大植物園を考える会

口  年月日 日キ間

1  2003年 4月 10日 (木) 12:10-12:55

2   2003115月 25日 (日 ) 14:00-15:00

3  2003年 6月 7日 (上) 13:00～ 14100

4   2003年 7月 18日 (金 ) 17:30～ 18:30

学外 2003年 7月 29日 (火)14:00～ ?

5   20034「 8月 25日 (月 ) 07:00～ 8:10

6  2003年 9月 25日 (木)雨 天のため中止

7   2003年 10月 23日 (木) 12:10～ 12:50

3う が 2003年 11月 16日 (上)11:00～ 12:00

8  2003年 11月 27日 (木)12:10-12:50

9  2003年 12月 18日 (木)12110～ 12:50

10  2004年 1月 24日 (土)10:00～ 11100

11  2004年 2月 26日 (木)12:10～ 12:50

12  2004年 3月 18日 (木)12:10～ 12:50

13  2004114月 22日 (オt) 12:15～ 12:50

14  2004年 5月 22日 (上) 10:00-12:00

これ までの観察会

テーマ

春の植物園を歩こう

新緑の植物園を一緒に歩きましょう

ユクノキの開花をみよう

街中との温度差を感 じよう

烏の声を聞きましょう

秋の植物園「草の実・木の実を採そう」

植物園シンポジウム記念観察会

晩秋の植物園「草の実。本の実を探そう Part II」

師走の植物園 「冬支度のいきものたち」

一月の植物園 「烏の観察 Part II」

二月の植物園 「冬眠中の虫たち」

二月の植物園 「春を待つ生き物たち」

四月の植物園 「じぶんの花をみつけよう」

夏のはじまり「植物園から飛びだそう」(吉口出の散策)

10
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15 2004年 6月 27日 (日 )10:00～ 12:00 六月の吉口山「夏至の候をたのしむ」(吉口J・の散策2)

16 2004年 7月 21日 (水)12:15～ 12:55 七月の植物園「木陰のいきものたち」

17 2004年 8月 24日 (火)12:15～ 12:55 秋風を待つ植物園

18 2004年 9月 22日 (水)12:15～ 12:55 秋のいきものを見つけよう

19 2004年 10月 28日 (木)12:15～ 12:55 たねや芽生えをさがそう

20 2004年 11月 19日 (金)12:15～ 12:55 植物園で染料をさがそう
11月 祭 2004年 11月 20日 (上)13100～ 15:00 京大11月 祭jヒ部祭典参カロ植物園まつり特別観察会

21 2004年 12月 20日 (月 )12:15～ 12:55 ロシアからやって来た小鳥を探そう
22 2005年 1月 27日 (木)12:15～ 12:55 生きものたちの冬越 し
23 2005年 2月 17日 (木)12:15～ 12:55 樹木の立ち姿をみてみよう
24 2005年 3月 24日 (木)12:15～ 12:55 植物園内に残る苦代の遺跡
25  2005年 4月 27日 (木 ) 12:00～ 12:55 咲 きかた、 散 りかた、 実りかた

26 2005年 5月 24日 (月 )12:00～ 12:55 はなやかな葉っぱ

うちダ 2005年 5月 27日 (金)15100～ 16:30 第2口植物園シンポジウムプレイ
ベント観察会

27  2005年 6月 29日 (水)12:00～ 12:55 ツユときのこ

28 2005年 7月 27日 (水)12:00～ 12:55 夏の虫たち
29 2005年 8月 30日 (火)12:05～ 12:55 植物園で染料をさがそう Part II

30 2005年 9月 27日 (火)12:00～ 12:55 秋のみどり
31 2005年 10月 25日 (火)12:00～ 12:55 水辺の植物たち

協 祭 2005年 11月 23日 (水祝)10:30～ 12:30 京大11月 祭北部祭典参カ
ロ 烏と木の実

33  2005年 12月 15日 (木)12:05～ 12:55  “ツリーイングちてなんだろう?隔宣物園の大きな木をみてみよう」

34 2006年 1月 19日 (木)12:05～ 12:55 森で語ろう「京大植物園が育むサブカルチャー」
35 2006年 2月 23日 (木)12:05～ 12:55 虫たちの越冬場 F/T「植物を寝床に」
36 2006年 3月 30日 (木)12:05～ 12:55 北部の春 (き たぐにのはる)
37 2006年 4月 14日 (金)12:05～ 12:55 タンポポから探る、生き物の分布
38 2006年 5月 11日 (木)12:05～ 12:55 植物が作る謎の部屋?ダニ室をのぞいてみよう
39 2006年 6月 15日 (本)12:05～ 12:55 植物園のきのこたち
40 2006年 7月 7日 (金)12:05～ 12:55 植物園の苔観察「しゃがんでこそ見える世界もある」
41 2006年 8月 26日 (上)10:00～ 12:00 植物園と吉口出

42 2006年 9月 21日 (木)12:05～ 12:55 森で語ろうPart II         はなおり
43 2006年 10月 20日 (金)12:05～ 12:55 植物 E・Iを合む東大北部キャンパスの地形見学と花折断層

‰ 祭 2006年 11月 23日 (木)10:30～ 12:00 京大11月 祭北部祭典参カ
ロ 植物標本 と植物園

45 2006年 12月 7日 (木)12:05～ 12:55 ドングリからさぐる 植物の分散戦略
46 2007年 1月 25日 (本)12:05～ 12:55 シダの多様な生活
47  2007年 2月 22日 (木)12105～ 12:55 イヌビワについて

48 2007年 3月 23日 (木)12:05～ 12:55 春の雑草
49 2007年 4月 19日 (木)12:05～ 12:55 春爛漫
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編

集

後

記

時

折

り

し

ｔ

、

新

緑

が

表

し

く

風

に

そ

よ

ぐ

二

月

、

よ

う

や

く

「
ゆ

く

の

さ

通

信

」

第

２

号

を

お

届

け

す

る

運

び

と

な

り

ま

し

た

。

創

刊

号

が

出

た

の

が

昨

年

の

晩

秋

の

事

で

し

た

が

、

季

節

の

移

ろ

い

の

速

さ

に

驚

く

ば

か

り

で

す

。

そ

し

て

多

く

の

人

々

か

ら

、

購

読

料

等

の

曖

か

い
御

支

援

を

頂

き

、

こ

よ

り

の

お

礼

を

申

し

上

げ

ま

す

。

こ

れ

を

励

み

に

ス

タ

ッ

フ

一
周

は

、

今

後

ｔ

楽

し

い
雑

誠

作

り

に

取

り

組

ん

で

行

こ

う

と

考

え

て

居

ま

す

。

さ

て
、

今

号

の

内

容

は

如

何

で

し

ょ

う

か

。

こ

の

ニ

ュ
ー

ズ

レ

タ

ー

を

制

作

す

る

に

省

っ

て

は

、

大

勢

の

人

達

の

努

力

と

協

力

が

あ

る

訳

で

す

が

、

そ

こ

に

は

一
つ

の

共

通

す

る

ユ

い

が

在

る

よ

う

に

疑

じ

て

居

ま

す

。

そ

れ

は

こ

の

常

大

植

物

園

を

、

こ
れ

か

ら

え

ｔ

大

切

に

育

ん

で

行

こ

う

と

を

う

、

願

い
だ

と

晟

い

ま

す

。

そ

の

き

さ

や

か

な

美

し

い

願

い

が

、

跡

絶

え

る

事

な

く

持

続

し

て

行

さ

ま

す

よ

う

、

皆

様

方

の

よ

り

一
層

の

御

理

解

を

下

さ

い
ま

す

よ

う

に

。

最

後

に

、

イ

ラ

ス

ト

レ

ー

タ

ー

を

用

い

て

短

時

間

で

版

下

を

制

作

し

て

下

さ

っ
た

マ

ッ
キ

ー

、

有

難

う

御

裏

居

ま

す

。

と

て

ｔ

助

か

り

ま

し

た

。

読

後

の

御

疑

担

・
蔵

見

・
批

評

等

を

速

痕

な

く

お

寄

せ

下

さ

い
。

今

後

の

紙

面

作

り

の

参

考

と

さ

せ

て

頂

き

ま

す

の

で
、

お

待

ち

し

て

居

ま

す

。

月

の

出

や

こ

の

街

に

花

ふ

ぶ

く

二

〇

〇

七

年

二

月

御

迪

の

九

ヘ
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